
判仙吋身としては、予恕巡りに
九回に北京に怒り幽された問刑事情
聞つあるといわねばppりない。彼は
「凶人総」打倒に虫裂なな時そも
待関係にあるのではないかという一一

－
こ
「
然
る
べ
き
も
の
が来
た
」
と
の
阪
が

は、
「
間
人
組」

そ
支持
し
た
晩年
の

い
ま
や
お
中
央
に
お
い
て
も、
す
で
に

っ
た
と
と
も
返
信
し
ω
な
い
と
ζ
ろ
で

ナ
ゾ
は
依然
洩
る
し、
浦
氾
仙
泣
で
は一
一

事臼一
あるaと
は
いえ、ζの
とζ
ろ、中
も
沢必
の
以
りそ初めて名畑町
し
で指
外相
そ畑町め
られてレま
っ
たよ
う
に

あ
るω

伎を
「矢尚
氏（シ
ア
オ
ミエ
ン一

、、三悶の
政

治制川町
吉凶、明白
裕裁淀川胤
摘
し
た。宵
ちに「
民
主錨必
そmm出われる＠

拘束さ
れ
る「立場」
フI）」（悶は突
っていても心
は一
’

一化の方向へとお巡に動きはじめて
く」
と悶された十九日の
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もとより、郎小平の仰にも、一
こうした微動のなかで、毛沢米
市町）と悩名していたともいわれ目也一｛
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一
い
る。

所
せ
ん
（
邑
、
政
治
は
一
つ
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安

委
父
長
体
制
そ
問
自
に
指

定
地
問
践を
氾
い
汚
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い
刻
印
刷叫

山
内
総悼むに
は
っ
た
州
市
符
は、
た
し
か

が、
ζ
う
し
た

益
は、
や
は
り、

彼
が一

富一
の
はず
みでもあ
るの
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と
の

警
官
たd
日
人組」をあ
のよ
うに
おう三
塁
で
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「間人当打
に、
主的
虫
色ても、
毛主席
英
を
まとの
設的
なリー
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、
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うな状
況
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る
だ
け
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あ
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を
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く
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忘
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が
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て
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デ
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な
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状
況
が生じ
てい一

年一
か
の
ように
似わ

るζと
であ
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は一れる・半凶、
「
人凶自由主
や「
治
政
し、
中川社
会
のm詩
集犬胞に

il－－

しかも、
治
付録の政治経
泌上、
政
治、
や
は
り
はず
み一

和一悶自主と
対照的に、
議
恐
準しようとする郷小平の
去
、心白書吋
，Y

留かつ決・話
援
護
実は、
もとより、
日
察側、邸小平一

昭一
傾向
諮問的わい刊
訂以以内
誌は殺す
崎明
ム
〆一
郎一諮問問
起
訴
詩M
JMM抑制げ一

i一時別院
長
信

説
得ょ
訴が
r，
海
ト町

議
縦
揺れ
に
堅
持日刊
誌

歪一行しいやがて
5
8が
絞
首している
をそ、
自室

中
的
指
堆

山落として過して岱
をとであ
われ、
菜、ζの問に及んでは内

一除
二
て
い
っ
た
状討
を想わせる
が、は
た

府である。中
目指
泌
の
政
治闘争

11111
トlil
HQ u
党のm刻脅叫
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舛
に与
え
る
イメlリンの剣 山火と
いう

匪

τ
て、

ど
こ
ま
で
耐
え
m
仰
る
で
あ
ろ
う

の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
か、

新
レ
い
政
治
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当
時
の
公

安部
長
・

市
民
モ
の

霊
祭

平
一
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晃
容
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れ

益

還
も
働
く
で
あ
ろ
う
か
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状
況
を
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同銀の処女ぬ－X「農村各階肘の動あまりに終結してμるζとは滋げ

一
タ
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の矛盾
そあばくζと
にある
だ
けに、文化
喰
誕のm躍を犯
ってJUた
人凶一柳
容
芋分にm損しよ
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を

沈む
ねばな
るまい。
た
だ、
民泊は
や
は

、J一

と
う
し
た
動さ
の
な
か
で、
去
る
十

大
川
命
で
町付上
レ、

天
使
門
m仰げ
て
の

放縦

八一二
四一
部隊
の

リ
ー
ダ
ー
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と、
党
内
必
と
い
っ
て
も、

彼
は
特お

り
は
ず
み
であ
る
の
で、
ζ
ζ
泊
分、
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内
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努
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そ
倒立し
た

脅鋒の
誌は、
震
の

責任行でもあ
っ
た
涯

山誌と
ととが慨然とするω
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よ
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ろ
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て

長由民批判
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い
で
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い
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議
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な
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り
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ン
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ネ
I
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同録
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も
し
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東
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瓜
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